
基礎編　でタペストリーのデザインが完成したら、

製図した実寸大のパターンをもとに

型紙を作ってピースをカットします。

3.実寸大のパターンを
　クロバーパターンシートに写します。
製図した実寸大のパターンをクロバーパターンシート（半透明のプラス
チックシート）に、ずれないよう正確に写します。

クロバーパッチワークボードを使うと、サ
ンドペーパーにより布がしっかり固定さ
れるので、簡単にしるし付けができます。

5.型紙を使って布にしるしを付けます。

4.型紙を作ります。
カッターやはさみでパターンシート
のパターンをカットし、型紙を作ります。

1

ピンク、シルバー、イエロー

布用シャープペンシル
0.7mm

布になめらかに
描ける、消しゴ
ムで消しやすい
カラー芯です。
消しゴムのくず
を払う便利なブ
ラシ付き。

布用
スティック
消しゴム

消しくずが大
きくなるので
布目に入り込
みにくくなっ
ています。

各本体190×280mm厚さ0.2mm

パターンシート

5mm方眼入
方眼パターンシート

鉛筆で描けるピース作り用のプラ
スチックシート。半透明なので図
案も簡単に写せます。

本体約240×300mm
パッチワークボード

しるし付けと
アイロンがけ
に便利です。

正確に型紙を作り、布へのしるし付けを正確にしなければ、ピースワーク（ピースの
はぎ合わせ）の際に、ほんの少しの誤差ではぎ合わせが困難になります。パッチワー
クにとって大切な行程ですから、ていねいに取りかかりましょう。

POINT 正確な型紙作りとしるし付けを心がけましょう

ピースとピースの間
にぬい代（通常は約
7mm）の2倍以上の
幅があくように型紙
を置きます。
布に無駄がないよう
しるしを付けますが、
柄布（プリントなど）
の場合、柄や布目の
方向を優先してしる
しを付けます。

POINT しるしを付ける時の型紙の置き方

「モンキーレンチ」の
この3つの型紙で
作ります。
他、ラティスなど
必要な型紙を作ります。

パターンシート

パターンシート

パッチワーク・キルトデザインノート

布目の方向

布目の
方向

布目の方向に対する型紙の置き方

〈布の裏面〉

〈布の裏面〉

型紙

すべり止めカバー

サンド
ペーパー

ぬい代×2以上の幅

大判（300×
400mm）もご
ざいます。

カッティングマット付きのパッ
チワークボード「マルチ」もござ
います。
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布について

パッチワーク・キルティング用の布の選び方

布の水通し

◎ キャンブリックやエイティースクエア、先染めなど針通りのよいものを

使います。布の厚さは各種均一にする方がよいでしょう。

× ほつれやすいジャージやニット系ののびる布地は適していません。

表 布

針通りのよい木綿のプリント地が適しています。生地が厚いとキルティング

がしにくいので、表布に近いものを選びます。

柄布（プリント、チェック、ストライプetc.）だけでなく、無地の布を加える

とデザインにメリハリがつきます。

POINT 布を選ぶときに

裏 布

作品の種類によって厚さを選びます。薄手から厚手まで、大きさも様々です。

キルト芯

バイアス布として使うため、ほつれにくい布を大きめに選びましょう。表布の

パッチワークの雰囲気に合わせると、全体のデザインがしまります。

パイピング布

水に
つける

脱水

アイロン
がけ陰干し

布を準備できたら、パッチワーク

を始める前にピース用の布を水に

2～3時間つけおきし、洗濯機で脱

水してから日陰に干します。まだ

乾かないうちにアイロンをかけ、

しわをのばして整えます。�

パッチワークは様々な布をはぎ合

わせて作るため、洗濯による各布

の縮み具合もバラバラ。先に布の水通しをしておけば、すべての布の目が均

一になり、糊が落ちて針の布通しがスムーズになるだけでなく、作品として

仕上がってからのいざという時の洗濯でも、型くずれすることがありません。

日が経つと生じてくる糊の黄ばみもないので、作品をいつまでも大切に保管

することができます。

6.布をカットします。
  （ピースカット）

ぬい代（約7mm）を余分に見ながら
布をカットします。

ラティスやボーダーも含め、すべての
布を裁ち終えたら、デザイン通りの配
色に布を並べてみましょう。

パッチワークはさみ
「EXシリーズ」

最高級のステンレス鋼を新し
い加工技術で精密に仕上げた
パッチワークはさみです。

〈布の裏面〉

約7mm

EX-135

EX-135 ソリ刃

EX-170

EX-200
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